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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, 高水地温が水稲生育に及ぼす影響を, 乾物生産の立場から解明したものであって, 7章から

なっている｡

第 1 章は, 緒論であって, 水温と地温とをあわせて, 水地温として扱 うことの意義を明らかにしている｡

第 2章では, 幼植物の乾物生産特性に及ぼす 230と 33oC の水耕液温の影響について検討し, 高水温

は日射量が多く, 気温が高いほど乾物生産速度を大にするとしている｡

第3章では, 230と33oC の水地温区を設け, 普通栽培の時期に土耕ポット実験を行なった結果をのべ

ている｡ それによると, 高温は分けつ期においては, 主として葉面積拡大の方向に働らき, 乾物生産速度

を大にするが, 幼穂形成期に入ると, 純同化率が低下し, 乾物生産が阻害されるようになることを示して

いる｡

第 4 章では, 高水地温が光合成能力に及ぼす影響を分けつ期および幼穂形成期について検討している｡

第5章では, 高水地温が形態形成に及ぼす影響を, 草丈 ･葉身長 ･菓巾 ･葉の枯れ上 りなどについて検

討しているが, 追肥などにより栄養条件を良好にすると, 高温による菓枯れの進行がおそくなることが,

窒素物各画分の動きから裏書きできるとしている｡

第6章では, 高水地温が, 孤立状態にある個体生産の場で示すす ぐれた乾物生産特性が, 群落状態にお

いて, どのように現われるかを1本植と2本樺のポット試験と圃場枠試験によって検討している｡ その結

果, 群落状態では個体間の相互規制が誘発され, 高水地温の特性が出穂期まで維持されるとしている｡

第7章は, 結論である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は, 高水地温と水稲生育との関係を解明したものであって, 得られた成果はおおむね次のようで

あるo //
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1. 分げっ期においては, 高水地温は, 主として葉面積を拡大する方向に働らき, 乾物生産速度を大に

するが, 幼穂形成期に入ると, 純同化率が低下するため, 乾物生産が阻害されるようになる｡

2. 純同化率が低下するのは, 高水地温条件下では, 各葉の示す単位光合成能力の最高値は高いが, 時

間の経過にともない, 急速に低下するためである｡

3. 生育後期に単位光合成能力が低下するのは, 肥料不足になるためであって, 栄養条件が充足してお

れば, 高水地温条件下でも光合成能力を長期にわたり高い値に維持できる｡

4. 高水地温条件下では, 菓枯れの進行が早いが, 水耕液の窒素濃度を高めるとその進行をおくらせる

ことができる｡

5. 水稲は, 高水地温条件下では菓面積を拡大する特性を持つため, 群落状態では過繁茂になり受光態

勢を劣化させる可能性が考えられる｡ しかし, 比較的密な群落状態では, 最高分けつ期が早期に出現し,

個体競争がおこり, 過繁茂にならないため, 出穂期以後においても, 高水温の効果が確認できる｡

6. これを要するに, 水地温の高レベル (30-33oC)は, 高日射量条件下では水稲の乾物生産に明らか

に役立つものである｡ 近年, 西南暖地とくに南九州において, 高水地温が生育阻害要因として注目されて

いるが, これは高水地温によって誘発される旺盛な栄養生長にともなう受光能勢の劣化と, 生育後期にお

ける栄養不足によるものであり, 高温の直接的な影響ではない｡

以上のように, 本論文は高水地温の効果を明確にしたものであって, 作物学に貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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